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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成26年10月30日(2014.10.30)

【公開番号】特開2012-72137(P2012-72137A)
【公開日】平成24年4月12日(2012.4.12)
【年通号数】公開・登録公報2012-015
【出願番号】特願2011-199810(P2011-199810)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ 233/36     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  73/02     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 235/10     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ  11/00     (2014.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ 233/36    ＣＳＰ　
   Ｃ０８Ｇ  73/02    　　　　
   Ｃ０７Ｃ 235/10    　　　　
   Ｃ０９Ｄ  11/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年9月12日(2014.9.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下式の樹脂状化合物

【化１】

またはその塩であって、式中、
　Ｇ１は、－Ｘ１Ｃ（Ｏ）ＯＲ１、－Ｘ２ＯＣ（Ｏ）Ｒ２または－Ｘ２ＯＨであり、
　Ｇ２は、Ｒ４、－Ｃ（Ｏ）Ｒ２、または－Ｃ（Ｏ）Ｘ２ＯＣ（Ｏ）Ｒ２であり、
　Ｒ１は、炭素原子を１０～８０個有するアルキルであり、
　各Ｒ２は、独立して、炭素原子を２～４０個有するアルキルであり、
　各Ｒ３およびＲ４は、それぞれ独立して、水素、アルキル、アリールアルキルまたはア
ルキルアリールであり、Ｒ４と同じ窒素原子に接続しているＲ３とＲ４とは接続して環を
形成していてもよく、
　各Ｒ５および各Ｒ６は、それぞれ独立して、水素またはアルキルであり、
　Ｘ１は、式（ＣＲ７Ｒ８）ｔ１を有する直鎖または分枝鎖のアルキレン基、または式（
ＣＲ７Ｒ８）ｔ２－Ａｒ－（ＣＲ７Ｒ８）ｔ３を有する直鎖または分枝鎖の芳香族アルキ
レン基であり、
　各Ｘ２は、独立して、式（ＣＲ９Ｒ１０）ｕ１を有する直鎖のアルキレン基、または式
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（ＣＲ９Ｒ１０）ｕ２－Ａｒ－（ＣＲ９Ｒ１０）ｕ３を有する直鎖の芳香族アルキレン基
であり、
　ｔ１は、１～２０の整数であり、
　ｔ２およびｔ３は、それぞれ独立して、０～２０の整数であり、
　各ｕ１は、独立して、１～３０の整数であり、
　各ｕ２および各ｕ３は、それぞれ独立して、０～３０の整数であり、
　各Ｒ７および各Ｒ８は、それぞれ独立して、水素、アルキル、またはアルコキシルであ
り、
　各Ｒ９および各Ｒ１０は水素であり、
　Ａｒは置換されていない芳香族部分であり、
　各ｐは、独立して、１～５の整数であり、
　ｑは、１～１２の整数である、樹脂状化合物。
【請求項２】
　Ｇ１が－Ｘ１Ｃ（Ｏ）ＯＲ１である、請求項１に記載の樹脂状化合物。
【請求項３】
　Ｒ１が、炭素原子を３０～５０個含むアルキルである、請求項１に記載の樹脂状化合物
。
【請求項４】
　各Ｒ２が、独立して、炭素原子を４～２０個含むアルキルである、請求項１に記載の樹
脂状化合物。
【請求項５】
　各Ｒ３が水素である、請求項１に記載の樹脂状化合物。
【請求項６】
　Ｇ２がＲ４である、請求項１に記載の樹脂状化合物。
【請求項７】
　Ｒ４が水素である、請求項６に記載の樹脂状化合物。
【請求項８】
　Ｒ４がアルキルである、請求項６に記載の樹脂状化合物。
【請求項９】
　Ｒ４がメチルである、請求項８に記載の樹脂状化合物。
【請求項１０】
　各Ｒ５および各Ｒ６が水素である、請求項１に記載の樹脂状化合物。
【請求項１１】
　各ｐが、独立して、２～３の整数である、請求項１に記載の樹脂状化合物。
【請求項１２】
　ｑが、１～８の整数である、請求項１に記載の樹脂状化合物。
【請求項１３】
　下式を有する樹脂状化合物
【化２】

またはその塩であり、式中、
　Ｒ１は、炭素原子を１０～８０個有するアルキルであり、
　各Ｒ３およびＲ４は、それぞれ独立して、水素、アルキル、アリールアルキルまたはア
ルキルアリールであり、Ｒ４と同じ窒素原子に接続しているＲ３とＲ４とは接続して環を
形成していてもよく、
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　各Ｒ５および各Ｒ６は、それぞれ独立して、水素またはアルキルであり、
　Ｘ１は、式（ＣＲ７Ｒ８）ｔ１を有する直鎖または分枝鎖のアルキレン基、または式（
ＣＲ７Ｒ８）ｔ２－Ａｒ－（ＣＲ７Ｒ８）ｔ３を有する直鎖または分枝鎖の芳香族アルキ
レン基であり、
　ｔ１は、１～２０の整数であり、
　ｔ２およびｔ３は、それぞれ独立して、０～２０の整数であり、
　各Ｒ７および各Ｒ８は、それぞれ独立して、水素、アルキル、またはアルコキシルであ
り、
　Ａｒは置換されていない芳香族部分であり、
　各ｐは、独立して、１～５の整数であり、
　ｑは、１～１２の整数である、請求項１に記載の樹脂状化合物。
【請求項１４】
　５０℃～１５０℃の融点を有する、請求項１に記載の樹脂状化合物。
【請求項１５】
　下式の樹脂状化合物の塩であって、
【化３】

式中、
　Ｇ１は、－Ｘ１Ｃ（Ｏ）ＯＲ１、－Ｘ２ＯＣ（Ｏ）Ｒ２または－Ｘ２ＯＨであり、
　Ｇ２は、Ｒ１２、－Ｃ（Ｏ）Ｒ２、－Ｃ（Ｏ）Ｘ１Ｃ（Ｏ）ＯＲ１、または－Ｃ（Ｏ）
Ｘ２ＯＣ（Ｏ）Ｒ２であり、
　各Ｒ１は、独立して、炭素原子を１０～８０個有するアルキルであり、
　各Ｒ２は、独立して、炭素原子を２～４０個有するアルキルであり、
　各Ｒ３は、独立して、水素、アルキル、アリールアルキルまたはアルキルアリールであ
り、
　Ｒ１１およびＲ１２は、それぞれ独立して、アルキル、アリールアルキル、アルキルア
リールであるか、または、Ｒ１１とＲ１２とをあわせて環を形成していてもよく、
　各Ｒ５および各Ｒ６は、それぞれ独立して、水素または低級アルキルであり、
　各Ｘ１は、独立して、式（ＣＲ７Ｒ８）ｔ１を有する直鎖または分枝鎖のアルキレン基
、または式（ＣＲ７Ｒ８）ｔ２－Ａｒ－（ＣＲ７Ｒ８）ｔ３を有する直鎖または分枝鎖の
芳香族アルキレン基であり、
　各Ｘ２は、独立して、式（ＣＲ９Ｒ１０）ｕ１を有する直鎖または分枝鎖のアルキレン
基、または式（ＣＲ９Ｒ１０）ｕ２－Ａｒ－（ＣＲ９Ｒ１０）ｕ３を有する直鎖または分
枝鎖の芳香族アルキレン基であり、
　各ｔ１は、独立して、１～２０の整数であり、
　各ｔ２および各ｔ３は、それぞれ独立して、０～２０の整数であり、
　各ｕ１は、独立して、１～３０の整数であり、
　各ｕ２および各ｕ３は、それぞれ独立して、０～３０の整数であり、
　各Ｒ７および各Ｒ８は、それぞれ独立して、水素、アルキル、またはアルコキシルであ
り、
　各Ｒ９および各Ｒ１０は水素であり、
　各Ａｒは、独立して、置換されていない芳香族部分であり、
　各ｐは、独立して、１～５の整数であり、
　ｑは、１～１２の整数であり、



(4) JP 2012-72137 A5 2014.10.30

【化４】

は、Ｃｌ－、Ｂｒ－、Ｉ－、ＨＳＯ４
－、ＨＳＯ３

－、ＣＨ３ＳＯ３
－、ＮＯ３

－、ＨＣ
ＯＯ－、ＣＨ３ＣＯＯ－、Ｈ２ＰＯ４

－、ＳＣＮ－、ＢＦ４
－、ＣｌＯ４

－、ＳＳＯ３
－

、ＰＦ６
－、およびＳｂＣｌ６

－からなる群から選択され、
　Ｊは、アルキル、アリールアルキル、またはアルキルアリールである、樹脂状化合物の
塩。
【請求項１６】
　Ｇ１が－Ｘ１Ｃ（Ｏ）ＯＲ１である、請求項１５に記載の樹脂状化合物の塩。
【請求項１７】
　Ｒ１１およびＲ１２が、それぞれ独立して、メチルまたはエチルである、請求項１５に
記載の樹脂状化合物の塩。
【請求項１８】

【化５】

がＨＳＯ４
－である、請求項１５に記載の樹脂状化合物の塩。

【請求項１９】
　Ｊがメチルである、請求項１５に記載の樹脂状化合物の塩。
【請求項２０】
　下式の樹脂状化合物

【化６】

またはその塩であって、式中、
　Ｇ１は、－Ｘ１Ｃ（Ｏ）ＯＲ１、－Ｘ２ＯＣ（Ｏ）Ｒ２または－Ｘ２ＯＨであり、
　Ｇ２は、－Ｃ（Ｏ）Ｘ１Ｃ（Ｏ）ＯＲ１であり、
　各Ｒ１は、独立して、炭素原子を３０～５０個有するアルキルであり、
　Ｒ２は、炭素原子を２～４０個有するアルキルであり、
　各Ｒ３およびＲ４は、それぞれ独立して、水素、アルキル、アリールアルキルまたはア
ルキルアリールであり、Ｒ４と同じ窒素原子に接続しているＲ３とＲ４とは接続して環を
形成していてもよく、
　各Ｒ５および各Ｒ６は、それぞれ独立して、水素またはアルキルであり、
　各Ｘ１は、独立して、式（ＣＲ７Ｒ８）ｔ１を有する直鎖または分枝鎖のアルキレン基
、または式（ＣＲ７Ｒ８）ｔ２－Ａｒ－（ＣＲ７Ｒ８）ｔ３を有する直鎖または分枝鎖の
芳香族アルキレン基であり、
　Ｘ２は、式（ＣＲ９Ｒ１０）ｕ１を有する直鎖のアルキレン基、または式（ＣＲ９Ｒ１

０）ｕ２－Ａｒ－（ＣＲ９Ｒ１０）ｕ３を有する直鎖の芳香族アルキレン基であり、
　各ｔ１は、独立して、１～２０の整数であり、
　各ｔ２および各ｔ３は、それぞれ独立して、０～２０の整数であり、
　ｕ１は、１～３０の整数であり、
　ｕ２およびｕ３は、それぞれ独立して、０～３０の整数であり、
　各Ｒ７および各Ｒ８は、それぞれ独立して、水素、アルキル、またはアルコキシルであ
り、
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　各Ｒ９および各Ｒ１０は水素であり、
　各Ａｒは、独立して、置換されていない芳香族部分であり、
　各ｐは、独立して、１～５の整数であり、
　ｑは、１～１２の整数である、樹脂状化合物。
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